
１．はじめに�

近年、戸建住宅の割合の低下に対し、集合住宅の割合

は大幅に上昇し、集合化がさらに進んでいる。一方、築

30 年以上の高経年集合住宅が 100 万戸を超えており、

改修・建て替えを含む対策が推し進められている。 
� 集合住宅ストックの有効な活用を進めるには、法制度

の整備と共に良好なコミュニティの形成が求められる。

集合住宅では、管理組合の合意形成により意思決定が行

われるため、居住者同士の関係性が大きく影響し、コミ

ュニティが良好な集合住宅は、運営・管理が非常にスム

ーズであると言われている。したがって、集合住宅のコ

ミュニティの活性化は、マンションの運営・管理上、非

常に重要である。しかし、高経年集合住宅の居住者は、

長期に渡りコミュニティを築いてはいるものの、高齢化

が進み、以前と同様の方法ではコミュニティが維持でき

なくなってきている。年を経ることにより、家族・夫婦

世帯から、独居へと移行し、様々な要因からコミュニテ

ィから遠ざかる独居の高齢者が年々増え続け、「孤独死」 

なども問題とされている。集合住宅のコミュニティを活

性化させるには、多世代の交流と共にこの独居高齢者の

取り込みも必要である。また、集合住宅単体でのコミュ

ニティの形成ではなく、周辺の住民も取り込むことによ

り、コミュニティの広がりと多様化も必要である。しか

し、この取り組みを長期間続け、 
多世代で継続させていく有効な手段は確立されていない。 
� 既往の研究では、集合住宅のコミュニティに関する研

究は多岐にわたり行われている。岡崎ら文４）によるコミ

ュニティ形成のための活動がもたらす居住者意識変化に

関する研究、村田ら文５）による分譲マンションにおける

望ましいコミュニティ組織を明らかにすることを目的に

コミュニティ組織の類型化を行った研究、浅沼ら文６）に

よる供給側が入居前から誘導したコミュニティ活動がど

の様な形で継続されているかを明らかにした研究などが

あるが、集合住宅だけでなく、周辺とのコミュニティも

形成している居住者による自発的なコミュニティ誘発を

図る組織の運営課題に関する研究はみられない。 

集合住宅コミュニティの誘発を目的とした組織の運営課題に関する研究
－大阪府大阪市福島区のO事例を対象として－
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� 㹍஦౛の管理組合ࡸ自἞఍から独立したボランティア

組織である「ࡩれあいクラࣈ」は、集合住宅ෆにṆまら

ず、周辺地域も含んだコミュニティを形成しࡘࡘあり、

近㞄のูな集合住宅のコミュニティࣟࢧンὀ㸯）㛤タのき

っかけにもなっている。この様に集合住宅と地域のコミ

ュニティ形成が行われている஦౛であるが㛤タから 2年

が経ࡕὀ㸰）、運営≧ἣの෌᳨ウࡸேᮦ確ಖの必要性がฟて

きている。 
� こで本研究では、集合住宅の居住者が近㞄住民と関ࡑ

わりコミュニࢣーションを図りࡸすい⎔ቃを集合住宅ෆ

でࡘく࠺ࢁと、住民自らが⋡ඛしボランティア組織を形

成している、大㜰ᕷ⚟ᓥ༊にある O ஦౛を対㇟とし、集

合住宅ෆにṆまらず、周辺地域も含んだコミュニティὀ㸱）

の形成を目ᣦした組織の運営課題を整理することにより、

組織活動を継続させていくための▱ぢをᚓることを目的

としている。 
㸰．研究᪉ἲ�

� 研究方法は、⌧地ㄪᰝ、ࣄアࣜンࢢㄪᰝ、アンࢣート

ㄪᰝによる。ヲ⣽は以下の㏻りである。 
㸦１㸧⌧ᆅㄪᰝ�

� ẖ㐌ᮌ᭙᪥に O ஦౛の集఍ᡤで、コミュニティ組織

ンࣟࢧが運営しているコミュニティ「ࣈれあいクラࡩ」

「ႚⲔࡩれあい」の運営≧ἣをほᐹし、෗┿・࢜ࢹࣅ➼

の㈨ᩱ཰集を行࠺。期間は 2015 年 5 ᭶ 21 ᪥から 2016
年 1 ᭶ 17 ᪥である。 
㸦㸰㸧ࢢࣥࣜ࢔ࣄㄪᰝ�

� の運営「れあいࡩႚⲔ」、の運営者「ࣈれあいクラࡩ」

スࢱッࣇ、「ႚⲔࡩれあい」฼用者から、運営に関する意

ぢを཰集する。 
㸦㸱㸧ࢺ࣮ࢣࣥ࢔ㄪᰝ�

� O ஦౛の居住者に「ႚⲔࡩれあい」と「࣏ࢧートࡩれ

あい」にࡘいて、2015 年 9 ᭶ 24 ᪥から 10 ᭶ 11 ᪥まで

を期間としアンࢣートㄪᰝを行い、151 戸୰、居住世帯

が 126 世帯、ࡑの୰ 60 世帯ᅇ཰した。 
� 「ႚⲔࡩれあい」の฼用者に対して、2015 年 6 ᭶ 21
᪥（᪥）、11 ᭶ 19 ᪥（ᮌ）、11 ᭶ 29 ᪥（᪥）の඲ 3 ᅇ

「ႚⲔࡩれあい」にࡘいてアンࢣートㄪᰝを行った。㸯

ᅇ目 25 ௳、㸰ᅇ目 26 ௳、㸱ᅇ目 20 ௳をᅇ཰した。 
㸱．研究対象�

⚟ᓥ༊の O ஦౛は、1977 年（᫛࿴ 52 年）に❹工（築

38 年）、住Ჷは 2 Ჷ、住戸⥲ᩘは 151 戸の集合住宅であ

る。集఍Ჷとして、「ࡩれあい㤋」を 2002 年に❹工し、

㸱年前から自἞఍の活動がጞまり、「ࡩれあいクラࣈ」と

い࠺ボランティア組織（図㸯）がసられた。 

は、「できるேが、できる஦を、で「ࣈれあいクラࡩ」

きる᫬に」を活動理ᛕとし、運営ጤဨ５名、ႚⲔスࢱッ

ࣇ 10名からጞまり、⌧ᅾは 14名のዪ性を୰ᚰとした「ႚ

Ⲕࡩれあい」、10 名の⏨性を୰ᚰとした「࣏ࢧートࡩれ

あい」に分かれており、お஫いの活動をᨭえあっている

ものの、「࣏ࢧートࡩれあい」の方は฼用者がᑡない。 
㸦１㸧ࠕႚⲔࠖ࠸࠶ࢀࡩ�

2013 年㸱᭶ 21 ᪥からẖ㐌ᮌ᭙᪥、༗前 10 ᫬から 12
᫬まで集఍ᡤである「ࡩれあい㤋」で㛤ദしているコミ

ュニティࣟࢧンである。コーࣄー、⣚Ⲕྛ 100 ෇でᥦ供

し、ᚋにトースト・ࡺで༸・෭ࡸし㣩（ኟ期のみ）を࣓

ニューに㏣ຍしている。 
「ႚⲔࡩれあい」には O ஦౛の居住者だけでなく、近

㞄からもẖ㐌常㐃ᐈがゼれ、㣧㣗ࡸ近㞄住民との交流を

ᴦしんでいる。近㞄にႚⲔᗑなどがないため、ึ期には

㞄᥋する高㏿㐨㊰の工஦関係者が多く立ࡕᐤるሙᡤにな

り、ࡑのᚋ、近㞄で活動していたࣝࢢーࣉが活動ᚋの఍

合を行࠺よ࠺になり、እ部の฼用者が多くなった。฼用

者にはスࢱッࣇが✚ᴟ的にኌ᥃けを行い、఍ヰをするこ

とにより、交流が広がるよ࠺にᚰ᥃けられている。ここ

での交流から、ูの集合住宅でもコミュニティࣟࢧンを

㛤タしたり、ูな㊃࿡の集まりができたりもしている。

また、年に 2 ᅇ㛤ദされる大ᤲ㝖のཧຍ者に、「ႚⲔࡩ

れあい」で౑用できるコーࣄーの↓ᩱๆを㓄ᕸし、大ᤲ

㝖が行われた⩣㐌の᪥᭙᪥に「ႚⲔࡩれあい」を㛤ദし

ている。 

� � �

ᅗ㸰� �㸸㞵ኳ᫬㸧ྑࠊᗙᖍ㓄⨨例㸦ᕥ㸸ᬕኳ᫬ࠖ࠸࠶ࢀࡩႚⲔࠕ

ᅗ ��組織ᅗ�

 れあいࡩႚⲔ ࣈれあいクラࡩ

 れあい㤋にてႚⲔを運営ࡩ

 れあいࡩート࣏ࢧ

⺯ගⅉの取り᥮えࡸ㈙い≀の代行

などで住民のᬽらしを࣏ࢧート。 

部長㸯名 

๪部長４名 

఍ィ㸯名 

┘ᰝ㸰名 
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఍ィ㸯名 
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෗┿１� �㸸እ㒊㸧ྑࠊ㛤ദ≧ἣ㸦ᕥ㸸ෆ㒊ࠖ࠸࠶ࢀࡩႚⲔࠕ

㸦㸰㸧ࠖ࠸࠶ࢀࡩࢺ࣮࣏ࢧࠕ�

� ᐇ㈝+300 ෇で⺯ගⅉの取り᥮え、㈙い≀代行ࡸ子供

の㏦㏄の代行、Ỉ㐨ࣃッキンの取り᥮え、自㌿㌴のࣃン

ク修理など、O ஦౛の居住者のᬽらしを࣏ࢧートする活

動を行っている。 
㸲．฼⏝⪅ࡳࡽ࠿たࠕႚⲔࠖ࠸࠶ࢀࡩの運営に࠸ࡘて�

㸦１㸧฼⏝⪅ᴫせ�

� 「ႚⲔࡩれあい」の ����年 �᭶ ��᪥から ��᭶ ��᪥

までの኎り上ࡆと฼用者ᩘを♧したものが図㸱である。

ᖹᆒ኎り上ࡆは⣙ �����෇、฼用者ᩘのᖹᆒは⣙ ��ேと

なっており、一定の成ᯝを上ࡆている。�

฼用者の居住地と年代の関係を♧したものが図４であ

る。居住地は �割以上が O ஦౛で、�割以上の฼用者が

��代以上となっている。฼用者年代は高齢者に೫ってい

るが、居住地は周辺への広がりをみせている。�

฼用者の居住地と฼用㢖度を♧したものが図５である。

居住者、⚟ᓥ༊、Ṉⰼ༊の฼用者は༙ᩘ以上がẖ㐌฼用

しており、฼用者がᅛ定化されていることがわかった。 
฼用者の居住地、年代とႚⲔࡩれあいを▱ったきっか

けを♧すのが図６、㸵である。㹍஦౛の居住者は、「住民」

であることから▱ったேが多く、⚟ᓥ༊、Ṉⰼ༊、ࡑの

௚に住むேは「▱り合いの⤂௓」が多かった。ࡑして、

Ṉⰼ༊居住者は、「ᐉఏ活動」が฼用するきっかけとなっ

たேが多い。年代ูでは多くの年代が「▱り合いの⤂௓」

が多い୰、60 代は「住民」であることが、▱ったきっか

けとして多くなっている。これは「ႚⲔࡩれあい」の㛤

ദ᫬に、集合住宅ෆで㛤ദのお▱らせのᨺ㏦を行࠺㝿に

ᅾ宅しており、体の動きも問題ないためと⪃えられる。 
฼用㢖度、年代とႚⲔࡩれあいを฼用することで▱り

合いがฟ᮶たかど࠺かを⾲しているのは図㸶、㸷である。

฼用㢖度、年代に関わらず、᪂たな▱り合いができたே

が多くなっている。 
㸦㸰㸧฼⏝⪅ࡳࡽ࠿た運営�

「ႚⲔࡩれあい」の฼用㢖度と㛤ദ᭙᪥、㛤ദ᫬間、

㛤ദᅇᩘの‶㊊度を♧したものが図 10 である。㛤ദ᭙

᪥と㛤ദ㢖度に対する「ࡸࡸ୙‶」、「୙‶」のᅇ⟅割合

が４割以上となっており、㛤ദ᫬間よりも୙‶が高くな

っている。 
฼用者の年代ูの㛤ദ᭙᪥の‶㊊度を図 11 に♧す。

㛤ദ᫬間と㛤ദ㢖度に有意ᕪはなかった。฼用者のᑡな

い 50代以下の୙‶度よりも60代の「ࡸࡸ୙‶」、「୙‶」

の割合が高い。50 代以下は、୺に௙஦をしているேが多

いため、ᖹ᪥の㛤ദでは฼用できず୙‶にឤࡌるேが多

いと⪃えられるが、ẚ㍑的᫬間にవ⿱があると⪃えられ

る 60 代も୙‶をឤࡌていることがわかった。 
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ᅗ ���  の㛤タ᭙᪥࣭᫬㛫࣭㢖ᗘの‶㊊ᗘࠖ࠸࠶ࢀࡩႚⲔࠕ
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ᅗ ���  ฼⏝⪅のᖺ௦ู㛤タ᭙᪥の‶㊊ᗘࠖ࠸࠶ࢀࡩႚⲔࠕ

㸳．ᒃ住⪅ࡳࡽ࠿たࠖࣈࣛࢡ࠸࠶ࢀࡩࠕに࠸ࡘて�

㸦１㸧ᅇ⟅⪅ᴫせ�

� ඲住戸 ���戸୰、居住世帯が ���世帯で、ᅇ཰は ��

世帯になり、ᅇ཰⋡は ����㸣である。�

� ᅇ⟅者の性ูと年代を♧したものが図 ��である。ዪ性

のᅇ⟅者が⏨性のಸにあたる。年代では⏨ዪとも ��代以

上のᅇ⟅者が �割以上となっている。ᅇ཰⋡を⪃えてみ

ても集合住宅඲体で高齢化⋡が高いことがఛえる。�

0% 20% 40% 60% 80% 100%

⏨ᛶ（19）

ዪᛶ（38）

50代;12Ϳ 60代;24Ϳ 70代以上;21Ϳ

ᅗ ��� 㹍事例ᒃ住ᅇ⟅⪅のᛶูとᖺ௦ 

㸦㸰㸧ࠕႚⲔ࡬ࠖ࠸࠶ࢀࡩのཧຍពྥ�

「ႚⲔࡩれあい」をㄆ▱しているேで、฼用をしたこ

とがあるேの割合を♧したものが図 13である。「ႚⲔࡩ

れあい」をㄆ▱していても⣙４割のேは฼用していない。

これは㛤ദ᭙᪥と᫬間がᖹ᪥の༗前୰であることが影響

していると⪃えられる。集合住宅ෆの大ᤲ㝖の㝿にཧຍ

者に↓ᩱๆを㓄ᕸし、年 2 ᅇ᪥᭙᪥に㛤ദしているが、

大ᤲ㝖の᪥とはู᪥に㛤ദされるので、㛤ദ᫬期を᳨ウ

することも必要である。 
スࢱッࣇとしてのཧຍ意ྥを฼用の有↓、年代の㐪い

でみたものが図 14、15 である。฼用したことがあるே

は、ཧຍ意ྥが高く、すでに「ཧຍしているே」と「ཧ

ຍしたい」ேを合わせると⣙４割がཧຍに前ྥきである。

ཧຍをすることにより、どの様なことをしているのか、

どの様な効ᯝがあるのかがわかることが重要であると⪃

えられる。年代ูのཧຍ意ྥは、50 代以下のᅇ⟅がᑡな

いこともあるが、⌧ᅾのスࢱッࣇの年齢に近い世代であ

り、᫬間にẚ㍑的వ⿱があると⪃えられる 60 代以上に

ⱝᖸではあるがཧຍ意ྥがみられる。 
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� ඲住戸 ���戸୰、居住世帯が ���世帯で、ᅇ཰は ��

世帯になり、ᅇ཰⋡は ����㸣である。�

� ᅇ⟅者の性ูと年代を♧したものが図 ��である。ዪ性

のᅇ⟅者が⏨性のಸにあたる。年代では⏨ዪとも ��代以

上のᅇ⟅者が �割以上となっている。ᅇ཰⋡を⪃えてみ

ても集合住宅඲体で高齢化⋡が高いことがఛえる。�
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「ႚⲔࡩれあい」をㄆ▱しているேで、฼用をしたこ

とがあるேの割合を♧したものが図 13である。「ႚⲔࡩ

れあい」をㄆ▱していても⣙４割のேは฼用していない。
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者に↓ᩱๆを㓄ᕸし、年 2 ᅇ᪥᭙᪥に㛤ദしているが、

大ᤲ㝖の᪥とはู᪥に㛤ദされるので、㛤ദ᫬期を᳨ウ

することも必要である。 
スࢱッࣇとしてのཧຍ意ྥを฼用の有↓、年代の㐪い

でみたものが図 14、15 である。฼用したことがあるே

は、ཧຍ意ྥが高く、すでに「ཧຍしているே」と「ཧ

ຍしたい」ேを合わせると⣙４割がཧຍに前ྥきである。

ཧຍをすることにより、どの様なことをしているのか、

どの様な効ᯝがあるのかがわかることが重要であると⪃

えられる。年代ูのཧຍ意ྥは、50 代以下のᅇ⟅がᑡな

いこともあるが、⌧ᅾのスࢱッࣇの年齢に近い世代であ

り、᫬間にẚ㍑的వ⿱があると⪃えられる 60 代以上に

ⱝᖸではあるがཧຍ意ྥがみられる。 
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㸦㸱㸧࡬ࠖ࠸࠶ࢀࡩࢺ࣮࣏ࢧࠕのཧຍពྥ�

のㄆ▱度を♧したものが図「れあいࡩート࣏ࢧ」 16
である。ㄆ▱度は㸵割以上と高くなっている。 
の活動ෆᐜと౫㢗方法のㄆ▱度「れあいࡩート࣏ࢧ」

を⾲しているのが図 17 である。活動ෆᐜは⣙㸶割と高

いㄆ▱度を♧しているが、౫㢗方法は⣙５割となってい

る。活動ෆᐜはᾐ㏱しているものの、౫㢗方法がᾐ㏱し

ておらず、౫㢗がᑡないのはニーズがないのではなく、

᝟ሗのᾐ㏱ができていないྍ⬟性も⪃えられる。 
ᅇ⟅者の年代と「࣏ࢧートࡩれあい」のスࢱッࣇへの

ཧຍ意ྥを♧しているのが図 18 である。非有意である

のでྛ年代のഴྥはィれないが、ཧຍ意ྥはあるものの

ᐇ㝿にཧຍをしていない 60 代が㸯割以上あり、「ႚⲔࡩ

れあい」の年代ูཧຍ意ྥとの㐪いがみられた。 
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ᅗ ��� ᖺ௦とࠖ࠸࠶ࢀࡩࢺ࣮࣏ࢧࠕのཧຍពྥ 

㸴．ࠖࣈࣛࢡ࠸࠶ࢀࡩࠕのάືに対する⮬⏤ពぢ�

� と「れあいࡩႚⲔ」の活動である「ࣈれあいクラࡩ」

⟆ートの自⏤ᅇࢣに対して、アン「れあいࡩート࣏ࢧ」

ḍより、⾲㸯の意ぢがᐤせられた。�

� 「ႚⲔࡩれあい」に対しては、࣓ニューࡸ᭙᪥・᫬間

に対する要望がᣲࡆられた。‶㊊している意ぢも多くみ

られ、ᴫࡡ‶㊊しているもののฟ᮶るならとい࠺要望で

あると推 される。㐌に �ᅇの㛤ദが㡰ㄪであるからで

もあるが、ボランティアによる交流のሙのᥦ供とい࠺意

࿡がⷧれ、㏻常のႚⲔのᇶ‽を求める意ぢもみられた。

≉に㹍஦౛居住者で「ႚⲔࡩれあい」ᮍ฼用者は、฼用

できていない要望のみの意ぢであり、ఇ᪥㛤ദのᅇᩘ増

ຍをᕼ望している。�

� に対しては、ಶேの㡿域に入る「れあいࡩート࣏ࢧ」

௙஦であるため、୙Ᏻをឤࡌている意ぢもみられた。ま

た、活動自体をㄆ▱されておらず、฼用の௙方もᾐ㏱し

ていない。ただ、自㌟が高齢化したሙ合、高齢者世帯が

増ຍすることを⪃えると必要な活動であるとㄆ識してい

る意ぢが多くみられた。௒ᚋ、฼用の࢖࢞ドࡸᏲ⛎⩏ົ、

ಙ用の確ಖが必要であると⪃えられる。�

䛂䝃䝫䞊䝖䜅䜜䛒䛔䛃に䛴䛔䛶

䠫事例ᒃఫእ

せᮃ

・࣓ニューの多様化。

・ア࢖スコーࣄー年୰࣓ニューにして࡯し

い。

・年୰෭たい⣚Ⲕが㣧みたいです。

・ẖᅇ大変でし࠺ࡻがも࠺ᑡし࣓ニューを多

くお㢪いしたい。

࡯ってࡸーがおいしい、ẖ᪥ࣄン、コーࣃ・

しい。

・ᮌ᭙᪥は᮶られないので᪥᭙᪥の㛤ദを増

。しいと思いました࡯してࡸ

・᪥᭙᪥にできましたらᅇᩘ多くしていただ

きたいです。

・᫬間をできれࡤ㸷᫬から、᭶Ỉ金᭙᪥があ

りがたい

・Ỉ᭙᪥にしてもらえるとᎰしい（ᮌ᭙᪥は

㒔合がᝏいから）

・ᅇᩘ᭶㸱ᅇࡄらいでいい

・᭶2ᅇ⛬度でいいと思います。↓㥏なฟ㈝

を┬き、有ൾにした࠺࡯が よい 。᫨ 㣗࣓

ニューを増ࡸしてはど࠺か。

・௙஦をしています。㢪わくはᅵ᪥もఱか

㛤ദしてもらえれࡤ、ཧຍして多くのேと

。れあいたいと思いますࡩ

・お世ヰなさっている方がわかりません。➗

㢦でⓙさんと೺ᗣ維持にດຊされて௚の地༊

の交流のሙを広ࡆていってください。なさっ

ていることがはっきりわかりませんでした。

・ㄡに౫㢗を㢗むのかわからない

・௓ㆤಖ㝤にて活用できない⪁ே、⑓㝔への

㏦㏄、➼も࣏ࢧートࡩれあいにてࡸって࡯し

い。家の୰に入るので、スࢱッࣇはⰍ々なこ

とをཱྀእしないなどのつ⣙をసってḧしい。

これから⪁ே（≉に独居）が増えてくる。⪁

ேへのぢᅇりはいかかですか㸽（�ே�組で）

・自分で㝆ࢁせない⢒大ࢦミ➼を運んでいた

だきたい。௒࣋ランࢲに⨨いていますが自分

で㝆ࢁせないので

・ึめて⪺いたし、どんなෆᐜなのかも▱ら

ないです。でもお年ᐤりには必要なんࡷࡌな

いですか。

୙Ᏻ

・家の୰にマンションの住ேが入ってくるの

が᎘なので㢗み㞴い。高齢者には㈙い≀ࡸ㏦

㏄も必要だと思࠺けれどࡑれはしているのか

ど࠺かわからないです。

‶㊊

䞉ᮏ᱁ⓗ䛺⨾࿡䛧䛔䝁䞊䝠䞊䜢Ᏻ౯䛷ᥦ౪䛧䛶䜒䜙䛔

毎週ᮌ᭙日䛜ᴦ䛧䜏䛷䛩䚹䝇䝍䝑䝣の᪉䚻䛜⏕䛝⏕

䛝䛥䜜䛶䛔䜎䛩䚹

䞉ูに䛺䛧䚸他のᆅ区の䜅䜜䛒䛔ႚⲔ䛸ྠ䛨䛷䛩䚹

䞉䛔䛴䜒䛝䜜䛔に㣭䛳䛶䛔䛯䛰䛔䛶ᴦ䛧䜎䛫䛶䜒䜙䛳

䛶䜎䛩䚹䛒䜚䛜䛸䛖䛤䛦䛔䜎䛩䚹

䞉ឤㅰ䛧䛶䛔䜛

䞉ឤㅰ䛰䛡䛷䛩

䞉ぶษに᥋䛧䛶䛟䜜䛶䛔䜛

䞉䝔䞊䝤䝹の䝉䝑䝖䜢⥡㯇にྍឡ䛟䛧䛶㡬䛔䛶（花⎼）

኱ኚ‶㊊䛧䛶䛚䜚䜎䛩䚹䝇䝍䝑䝣䛥䜣䛿኱ኚ䛰䛸ᛮ䛔

䜎䛩䛜ឤㅰ䛧䛶䛚䜚䜎䛩䚹

䞉ⓙ䛥䜣にⰋ䛟䛧䛶㡬䛝ឤㅰのẼᣢ䛱䛷⏑䛘䛶䛚䜚䜎

䛩䚹᭷䜚㞴䛖䛤䛦䛔䜎䛩䚹

䞉ᴦ䛧䛟㐣䛤䛥䛫䛶䛔䛯䛰䛔䛶䛔䜎䛩

䞉⨾࿡䛧䛔䝁䞊䝠䞊⣚Ⲕ䝰䞊䝙䞁䜾䛷ᚰ䛜䛸䛶䜒⒵䛥

䜜䜎䛩䚹ⓙ䛥䜣䛜ᡭ㝿䜘䛟❧䛱回䜙䜜䚸ඃ䛧䛟᥋䛧䛶

下䛥䜚䚸䛴䛔⏑䛘䛶䛧䜎䛔⏦䛧ヂ䛺䛟ᛮ䛳䛶䛔䜎䛩䚹䛒

䜚䛜䛸䛖䛤䛦䛔䜎䛩䚹

・ఱかの᫬にはࡦࡐ฼用させてもらいたいと

思います。

・௒は自分でできཪᜥ子に手ఏってもらって

いますが自分でฟ᮶なくなれࡤお世ヰになり

たいです。

䛂ႚⲔ䜅䜜䛒䛔䛃に䛴䛔䛶

ᮍ฼⏝⪅฼⏝⪅

䠫事例ᒃఫ⪅

⾲１� �に対するពぢࠖ࠸࠶ࢀࡩࢺ࣮࣏ࢧࠕ

�Q�V�㸸㠀᭷ព��
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㸵．ࡲとめ�

高経年集合住宅の高齢居住者が集合住宅ෆにおけるコ

ミュニティの形成だけでなく、近㞄住民も含めたコミュ

ニティのሙを形成するため、ボランティア組織を組織し

ている、O ஦౛を対㇟としたㄪᰝの⤖ᯝ、以下のことが

明らかになった。 
１㸧ࠕႚⲔࠖ࠸࠶ࢀࡩ฼⏝⪅のព㆑�

� 「ႚⲔࡩれあい」は、集合住宅の居住者だけでなく周

辺地域の交流のሙとしてᶵ⬟している。฼用者は高齢者

が多く、ࣜࣆーࢱーが多い。ཱྀコミで฼用者が広がって

おり、一定ᩘのニーズが確ㄆされた。しかし、コミュニ

ティの交流のሙとしてᶵ⬟しているためか、฼用㢖度ࡸ

年代にかかわらず、㛤ദ᭙᪥ࡸᅇᩘに୙‶が大きい。≉

に௒ᚋ運営にຍわることが期ᚅされる 50代以下と 60代

は୙‶が大きく、୺に௙஦をしているேが多いため、ᖹ

᪥の㛤ദでは฼用できず୙‶にឤࡌるேが多いと⪃えら

れる 50 代以下よりも、ẚ㍑的᫬間にవ⿱があると⪃え

られる 60 代の୙‶への対策が必要である。 
㸰㸧ᒃ住⪅のࠕႚⲔࠖ࠸࠶ࢀࡩに対するព㆑�

� 「ႚⲔࡩれあい」の฼用者は、運営へのཧຍ意識がぢ

られることから、฼用者の᪂つ㛤ᣅを行࠺ことが௒ᚋの

運営をᢸ࠺ேᮦ確ಖのためには必要である。㛤ദ᭙᪥・

᫬間・㢖度の‶㊊度ࡸ自⏤意ぢから、ㄆ▱はしているも

のの฼用をしていない、ⱝしくはฟ᮶ないᒙを取り込む

ために⌧ᅾ行っている年 2ᅇの᪥᭙᪥㛤ദをより有効に

฼用していくことが求められる。また、運営にཧຍ意思

があるேは、すでにཧຍしているとみられる。 
㸱㸧ᒃ住⪅のࠖ࠸࠶ࢀࡩࢺ࣮࣏ࢧࠕに対するព㆑�

� Ꮡᅾをㄆ▱していても活動ෆᐜよりも౫㢗方法を▱ら

ないとい࠺⤖ᯝから、౫㢗ᐇ⦼がᑡないのも㢔ける。ニ

ーズがないわけではないが、ಶேの㡿域に᥋するため、

ල体౛ࡸのᏳ඲対策も必要であり、౫㢗方法の明確化ࡑ

のᥦ♧なども必要である。また、ᑡᩘではあるが、60 代

に運営ཧຍ意ྥがみられ、௒ᚋ工夫ḟ➨で活性化してい

くྍ⬟性がある。 
㸶．௒ᚋの課題�

集合住宅ෆにṆまらず、周辺地域も含んだコミュニテ

ィを形成しࡘࡘある「ࡩれあいクラࣈ」を௒ᚋ発ᒎさせ

るためには、運営方法の෌᳨ウ、活動の広ሗ活動、᪂た

なேᮦの確ಖが必要である。 
㸯）運営方法の෌᳨ウは、発㊊᫬のᖹ᪥だけの㛤ദから、

年に 2 ᅇの᪥᭙᪥の㛤ദに変᭦、᪂しい࣓ニューの導入

など⌧ᅾ行っている᳨ウをᘬき続き行࠺。 

㸰）活動の広ሗは、「ႚⲔࡩれあい」でཱྀコミの有効性が

確ㄆされたので、「࣏ࢧートࡩれあい」においても▱り合

いから活動を広ࡆていくことが有効であると⪃えられる。 
㸱）「࣏ࢧートࡩれあい」はಶேの㡿域に㋃み込むことも

あるため、฼用の࢖࢞ドࡸᏲ⛎⩏ົ、ಙ用の確ಖが必要

で、ࡑの体制の整備が重要である。 
４）᪂たなேᮦの確ಖは、活動の体㦂ࡸ活動を行ってい

るேとの交流によりಁ進される。発㊊᫬のேᮦでᅛまる

ことにより、ᅛ定化された࣓࢖ーࢪが௜き、᪂たなேᮦ

がཧຍしにくくなる。これを㜵ࡄために௒までにない࢖

ことがࡘながりを持ࡘントを┒り込みながら、᪂たな࣋

必要である。また、どの様な࣋࢖ントが効ᯝ的なのかも

᳨ドの必要がある。 
ントを㏻して、多様࣋࢖ࡸの活動「ࣈれあいクラࡩ」

な世代に多様な活動を発ಙし、運営組織に᪂たなேᮦと

活動ෆᐜの多様さが⏕まれるྍ⬟性をᶍ⣴することが、

運営組織の೺඲化にࡘながる。ࡑして、高経年集合住宅

居住者の᪂たなコミュニティの形成を෌ᵓ築していくこ

とにࡘながると⪃える。 
 

このㄽ文は、ཧ⪃文⊩㸯）㹼㸱）にຍ➹修ṇをຍえたものである。 
 
ㅰ㎡） 
� 本研究は、ㄪᰝ・研究に℩戸┿᲍さん、☾野ᣅேさん（ᙜ᫬近畿大学 4 年

⏕）の༠ຊをᚓました。ࡑのㄪᰝに対し、O ஦౛の「ࡩれあいクラࣈ」のⓙ

様には長᫬間のㄪᰝの༠ຊを㡬きました஦をཌくᚚ♩⏦し上ࡆます。また、

O ஦౛居住者、「ႚⲔࡩれあい」฼用者のⓙ様にも༠ຊを㡬きました。ここに

ឤㅰの意を⾲します。 
 
ὀ） 
㸯）大㜰ᗓ⚟ᓥ༊ෆにある、▱らない方同士、こども、高齢者、㞀がい者な

ど様々な方の交流のሙ・᠁いのሙとして、地域の༠ຊにより運営されている

地域交流のᣐⅬ。 
㸰）2013 年 3 ᭶㛤タで、ㄪᰝ᫬Ⅼで 2 周年を㐣ࡂている。 
㸱）コミュニティとは、「共同体」ࡸ「地域♫఍」を意࿡するが、ここではᣵ

ᣜを交わす⛬度の㍍い交流も含めた交流のሙࡸᣐⅬで交流を行っている集ᅋ

とする。 
 
ཧ⪃文⊩） 
㸯）藤本佳子：マンションコミュニティ活性化の手法に関する஦౛研究 : 「ࡩ

れあいクラࣈ」をᣐⅬにして ,᪥本マンション学఍ㄅ (51),pp. 101-104, 
2015.4 
㸰）藤本佳子：「ࡩれあいクラࣈ」ᣐⅬとしたマンションコミュニティ活性化

の஦౛研究,᪥本建築学఍学⾡講₇᱾ᴫ集 2015,pp. 309-310, 2015.09 
㸱）佐野こずえ�藤本佳子：マンションコミュニティの誘発を目的とした組織

の運営課題に関する研究̿2஦౛の「ࡩれあいクラࣈ」を対㇟として̿�᪥本

マンション学఍ㄅ (54),pp. 128-132, 2016.4 
４）岡崎ឡ子,上ᯘ一ⱥ：ᅋ地型集合住宅のストック活用に関する研究ࡑの５

㸫居住者交流活動によるコミュニティ意識の変ᐜにࡘいて, ᪥本建築学఍学

⾡講₇᱾ᴫ集 2014,pp. 1239-1240, 2014.09 
５）村田明子,ᒣ田ဴᘺ,田୰ᗣ⿱,໭ᚋ明ᙪ,㕥ᮌẎ：分譲マンションにおける

管理組合と自἞఍の関係㸫分譲マンションにおけるコミュニティ組織に関す

る研究 ࡑの 1㸬, ᪥本建築学఍学⾡講₇᱾ᴫ集 2013,pp. 1457-1458, 2013.08 
６）浅沼⏤⣖,᭮᰿里子,ἑ田▱子,▼஭᭸子：大つᶍ分譲集合住宅におけるコ

ミュニティ形成㐣⛬に関する研究ࡑ�の ����入居ᚋ �年におけるコミュニテ

ィ活動の運営組織の推移, ᪥本建築学఍学⾡講₇᱾ᴫ集 2009,pp. 87-88, 
2009.08�
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